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関係機関等作成資料 

こどもをいじめから守るための取組、関係機関との連携のあり方について 

 

 

 

        （機関・団体名） 

・仙台市教育委員会          １ 

・仙台市立七北田小学校        ３ 

・仙台市立吉成中学校         ４ 

        ・仙台市立仙台高等学校        ５ 

・仙台市ＰＴＡ協議会         ６ 

 ・仙台法務局人権擁護部        ８ 

        ・宮城県警察本部少年課         28 

        ・宮城県公認心理師・臨床心理士協会  29 

        ・仙台弁護士会            30 

        ・仙台市児童相談所          31 

        ・仙台市健康福祉局障害福祉部     32 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３ 
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機関・団体名   仙台市教育委員会 

 

〇現在（これまで）行っている取組について 

１ 児童生徒、家庭・地域等への啓発について  

(1) いじめ防止「きずな」キャンペーンの実施  

・5月に各校の児童生徒が行動目標を立て、いじめ防止「きずな」アクションとして実践（挨

拶運動、啓発ポスター作り、標語募集等）、11月に活動の振り返りを行うなど、全市立学

校でいじめ防止の意識の高揚を図っている。  

・各校の実践の市民への広報として、各区中央市民センターや各区役所、地下鉄仙台駅構

内での掲示、教育委員会HPに掲載している。  

(2) いじめ防止「学校・家庭・地域連携シート」の配布  

・いじめの理解促進、早期発見・早期対応のための家庭でのチェック項目や相談窓口の一

覧等を掲載したリーフレットを作成、4月に学校から全家庭や地域に配布している。  

(3) 他者理解や思いやりの心を育む教育活動の推進  

・「命と絆プログラム」や「他者理解を育むための授業集」等を活用した実践を行い、授業

参観等で保護者や地域の方へも積極的に公開を行い、広く啓発を図っている。  

２ 教職員の研修について  

(1)「いじめ・不登校対策推進協力校」による実践研究と成果の発信  

・各協力校において、地域や児童生徒の状況に応じたいじめ対策等の実践研究を行い、実

践報告会で具体例や成果等を広く市内学校に発信し、各校の取組の改善を図っている。  

(2) いじめ対策担当教諭等を中核とした研修、OJTの推進  

・各校において、4月にいじめ対策に係る総点検を行い、いじめ対策担当教諭や児童支援教

諭を中心にした校内の組織体制の確立や各担当者の役割の共通認識を図っている。  

・いじめ対策担当教諭等の研修では、事例対応やグループワーク等を通して、児童生徒の

意見の聴取のあり方や組織対応の具体例を扱い、各学校でのOJTの充実を図っている。  

３ その他の取組  

・いじめ・学校生活SNS相談、24時間いじめ相談専用電話を設置し、いじめを含めた相談機

会を確保している。  

・学校、保護者、地域の方々がいじめに関する危機感や情報を共有し、連携していじめの未

然防止、解消に向けた取り組みを進めるために、学校運営協議会等において、意見交換

の場を設定している。  

・教育委員会指導主事が毎年 5 月から 7 月まで全市立学校を訪問する、いじめ不登校対応

支援チームにより、各校の組織体制や校内研修の状況等を確認し、指導助言を行ってい

る。 

・今年度より、いじめ事案の深刻化を防ぐため、経験豊かな管理職 OB を中心として、心理

士などの専門家で構成する学校支援チームを設置し、学校への派遣・助言を行っている。 

  

 

 



2 

 

〇関係機関との連携について（取組事例や成果、課題、今後連携してみたいこと等） 

・スクールロイヤー、スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー等と連携し、専

門的な見地から事案解決に向けた助言を受け、効果的な役割を果たしている。  

・Ｓ－ＫＥＴからのいじめ事案等に関する情報伝達により、児童生徒や学校の状況を踏ま

えた対応を進め、スムーズに事案解消に至っているケースがある。  

・いじめが犯罪行為として取り扱われるべきものと認めるときは、警察と連携の上、対応

を行っている。 

機関名 仙台市教育委員会 

担当課･部署 学校教育支援部 児童生徒安心課 

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ kyo019220@city.sendai.jp 

電話番号                   ２１４－８７８０ FAX 番号 ２６４－４４３７ 
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機関・団体名   仙台市立七北田小学校 

 

〇現在（これまで）行っている取組について 

① 各種調査  

・仙台市いじめアンケート（１１月）  

・学校生活アンケート（５月、９月、２月）  

・学校適応感尺度アセス（６月、１０月、１月）  

② 教育相談  

・教育相談（随時） 

・ふれあいタイム（担任・児童との二者面談：６月、１１月） 

③ 教職員研修 

・職員会議等での職員研修（教職員のチェックシート実施・年度初め、夏休み、冬休みの研

修）  

・児童理解研修・ケース会議・打合せ（情報共有・個別の対応）  

・いじめ対策担当による「青空通信」の発行（学校生活の様子、対応確認、保護者への啓蒙）  

④ 道徳・学級活動  

・言葉遣いに重点を置いた指導「ふわふわ言葉・ちくちく言葉」「言い換え言葉」 

・「信頼・友情」・「命の尊重」・「感謝と思いやり」をテーマにした活動を、全学級で年間

３時間程度実施 

・仙台市いじめ防止「きずな」キャンペーンの実施（５月目標設定、１１月振り返り） 

・心の健康観察の活用（まずは高学年から）  

⑤ 児童会活動 

・あいさつ運動 

・児童会でいじめ防止「きずな」キャンペーンの取組を検討 （１１月） 

・なかよしタイム（異学年交流）  

・ピンクシャツデーの実施（２月） 

〇関係機関との連携について（取組事例や成果、課題、今後連携してみたいこと等） 

・スクールロイヤーの出張授業（６年） 

・SCや SSWのケース会議や支援会議への参加 

・SCや SSWにより OJTを実施 

機関名 仙台市立七北田小学校 

担当課･部署 校長 

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ nanashou＠sendai-c.ed.jp 

電話番号                   022－372－3659 FAX 番号 022－372－2616 
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機関・団体名   仙台市立吉成中学校 

 

〇現在（これまで）行っている取組について 

１ 各種調査 

・学校生活アンケート（月 1回 早期発見・早期対応） 

・学校適応感尺度アセス（年 3回 6月・11月・1月） 

・仙台市いじめアンケート（年 1回 11月） 

２ 教育相談等 

  ・保護者との面談（4月 生徒を交えての面談も有 学級担任・学年主任） 

（※生徒指導主事 特別支援教育コーディネーター 不登校支援コーディネーター等） 

・三者面談（年 2 回 7月・11月 保護者を交えての面談も有 学級担任・学年主任等） 

・スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー、さわやか相談員等による相談 

３ 教職員研修等 

  ・生徒指導部会（週 1 回 管理職・生徒指導主事・各学年生徒指導担当 いじめ対策担

当教諭 不登校支援コーディネーター 養護教諭 スクールカウンセラー） 

  ・いじめ対策検討委員会 

（4月 いじめ防止に対する学校としての取組指針の確立 情報共有） 

   （10月 いじめ防止に対する学校としての取組の振り返り 改善策） 

（3 月 いじめ防止に対する学校としての取組についての点検と見直し 次年度へ向け

た取組） 

  ・生徒指導全体会（4月・8月・1月 いじめ防止に対する学校としての取組指針の共有 

情報共有） 

  ・職員会議等における生徒指導体制の確認等 

４ 生徒会活動・学級活動等 

・いじめ防止活動（年 6回 いじめ防止に向けた話し合い活動 「いじめ防止宣言」等） 

  ・いじめ防止きずなキャンペーンの取組として 令和 6年度より缶バッチを制作 

  ・いじめ防止きずなアクションの取組として  給食の時間を「縦割り」にして交流 

  ・「特別の教科 道徳」の授業を通した道徳的実践力の育成（「命の大切さ」の視点から） 

〇関係機関との連携について（取組事例や成果、課題、今後連携してみたいこと等） 

  ・いじめ防止きずなキャンペーンの取組の一環である缶バッチの制作は、中央市民セン

ター、市民センター、近隣福祉施設と連携し実施。今後は小学校をはじめ近隣校と連携

し実施予定。 

・同上の取組については、令和 7 年度より市民センター祭りにおいて地域の来場者へ缶

バッチを配付。 

  ・警察署との連携によるＳＮＳ等利用講習会を毎年実施。 

  ・学校運営協議会におけるいじめ防止に関する学校の取組の紹介、意見交換等の実施。 

機関名 仙台市立吉成中学校 

担当課･部署 校長 

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ yoshichu@sendai-c.ed.jp 

電話番号                   022-279-3800 FAX 番号 022-303-1286 
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機関・団体名   仙台市立仙台高等学校 

 

〇現在（これまで）行っている取組について 

・アンケート調査の実施 

11 月に実施される「仙台市いじめアンケート」に加え、年４回の定期テストにあわせ（６

月、９月、１１月、２月）、いじめと学校生活両方に係るアンケートを実施し、いじめ案件の

有無について確認している。 

・カウンセリング体制の整備 

 養護教諭を２名配置いただいているほか、週１日ＳＣも派遣いただき、カウンセリングに

体制を整備している。保健室と担任間で連絡を密にし、必要に応じてＳＣ、ＳＳＷに接続す

る体制が整備されている。 

 ＳＣからは、勤務前に校長・教頭と情報共有いただくなど、丁寧な対応をいただいている

ほか、重要な案件についてはケース会議を開催し、対応を検討することとなっている。 

 課題としては、ＳＣへの相談希望が多く、相談室の予約がフルに埋まってしまうことであ

る。現時点で、家庭のこと、精神的なことに関する相談がほとんどで、いじめに関する相談

はない。 

 

〇関係機関との連携について（取組事例や成果、課題、今後連携してみたいこと等） 

・「保健講話」を６月に学年ごとに実施している。１年生には仙台北警察署のご協力をいただ

き、いじめにつながる「ＳＮＳ」について、犯罪も含めて活用上の注意点や危険性などにつ

いて講話いただいている。 

 ※２年生：思春期（坂病院 舩山 由有子 氏） 

 ３年生：薬物依存（調整中） 

 

 

 

 

 

 

機関名 仙台市立仙台高等学校 

担当課･部署 保健部 

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ  

電話番号                   ０２２－２７１－４４７１ FAX 番号 ０２２－２７１－１１３６ 
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機関・団体名   仙台市ＰＴＡ協議会 

 

〇現在（これまで）行っている取組について 

仙台市 PTA協議会では、いじめ防止やこどもの命を守る取組を継続して行っています。命

を守る取組として、令和元年度からスタートした標語コンクール「大切なあなたへ」では親が

我が子へ贈るメッセージを取り上げており、大切に思う気持ちを我が子に伝えることで、こど

もには日頃から大切に思われているのだと、認識してもらうことをねらいとしています。 

いじめはどの子にも起こり得るものであるとの認識をもって、いじめの未然防止に取り組

むことが重要ととらえ、児童生徒をいじめに向かわせることなく、いじめをさせない、許さな

いといった態度、姿勢を示していくことが望まれます。 

自らの存在価値を認め、自己を大切にするとともに、他者を思いやる心にスポットをあてる

事業として、篤行善行児童生徒表彰も毎年行っています。親以外の大人に自らの行動が評価さ

れ、感謝されることで自己有用感や自己肯定感の向上につながることを期待した事業です。 

 

〇関係機関との連携について（取組事例や成果、課題、今後連携してみたいこと等） 

これらの事業を継続していくことで、たくさんのこどもたちに大切な存在であることを伝

え続けていきたいと思っています。コロナ禍以後、PTA 活動に対する保護者の意識も変化し

ており、これまで当たり前のように保護者同士にあった繋がりにも変化が生じてきています。

しかし、こどもたちを取り巻く環境は日々変化しており、それに対する大人の学びも重要と感

じています。今一度、家庭・学校・地域との連携の大切さを見直し、様々な事例にも大人たち

が対応できるよう、学びと連携を継続していき、たくさんの大人の目でこどもたちを見守って

いく必要があると考えます。社会全体でこどもたちを見守り、健やかな成長を促していきたい

と思います。保護者として学び、様々な経験を経て、こどもたちの居場所を創出できるよう、

PTA 活動の中にも大人の研修の場を設けていきます。 

 

機関名 仙台市 PTA 協議会 

担当課･部署  

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ siptakyo@joy.ocn.ne.jp 

電話番号                   ０２２－２２７－９５４５ FAX 番号 ０２２－２２７－９２１８ 
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機関・団体名   仙台市ＰＴＡ協議会 

 

〇現在（これまで）行っている取組について  

・メディアコントロールデー  

小学校が所属する中学校区にて４のつく日はメディアから離れるという取組を行っており

ます。こども自身が食事の間だけメディアを我慢や１日中メディアを我慢など、どの程度離れ

るかの目標を立て、その目標に向けて取り組みます。  

４のつく日は校庭や公園で遊ぶこどもたちの姿が多くみられ、直接のコミュニケーション

をとる機会となっています。  

顔を合わせて会話すると些細なことでも、字面で見るとうまくニュアンスが伝わらなかっ

たりすることもあるため、顔を合わせてのコミュニケーションの大切さを伝えるようにして

います。  

・適材適所で活躍の場を提供する  

ＰＴＡ行事等で大人もこどもも適材適所でお手伝いいただき、お互いのいいところを認め

られる環境を提供できるようにしています。  

・大人が先生やお友達の悪口や文句などをこどもたちの前で言わないよう、保護者会などで

呼びかけています。  

 

〇関係機関との連携について（取組事例や成果、課題、今後連携してみたいこと等）  

・いじめアンケートなどの結果の受け止め方について  

些細なことでも連絡をいただくため、保護者側も冷静な対応を心掛けるよう保護者会やＰ

ＴＡ便りなどで呼びかけを行っています。  

学校の細やかな対応にはとても感謝しています。  

機関名 仙台市 PTA 協議会 

担当課･部署  

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ siptakyo@joy.ocn.ne.jp 

電話番号                   ０２２－２２７－９５４５ FAX 番号 ０２２－２２７－９２１８ 
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      機関・団体名   仙台法務局人権擁護部         

 

〇現在（これまで）行っている取組について 

別添配付資料のとおり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇関係機関との連携について（取組事例や成果、課題、今後連携してみたいこと等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機関名 仙台法務局  

担当課･部署 人権擁護部第二課  

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ jinken_sendai_moj_bal@moj.go.jp 

電話番号                   ０２２－２２５－５６１１ FAX 番号 ０２２－２２５－６０７１  
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    機関・団体名   宮城県警察本部生活安全部少年課 

 

〇現在（これまで）行っている取組について 

１ 少年相談窓口におけるいじめ相談への対応 

少年課設置のいじめ１１０番(022-221-7867)、少年相談電話(022-222-4970)及び県内 24

警察署の生活安全課 

２ 令和７年中の少年相談受理状況及びいじめ事案取扱状況 

少年相談受理件数 2,795件（前年比+273件） 

いじめ事案取扱件数 88件（前年比+21件） 

(相談者がいじめ事案として警察に相談したものを計上) 

３ いじめ事案の潜在を念頭に置いた各種少年警察活動 

  家出少年の保護や怠学での補導活動等、少年の問題行動の背景にいじめ事案が潜んでい

ないかを念頭に置いた各種少年事案対応 

４ 被害者等の意向を踏まえた少年事件捜査等 

  少年事件の捜査・調査、少年相談対応、安心して登校できる環境の構築に向けた学校等

への協力要請 

 

〇関係機関との連携について（取組事例や成果、課題、今後連携してみたいこと等） 

１ 学校と警察の連携対応 

⑴  学校警察連絡協議会、みやぎ児童生徒サポート制度（学校と警察の相互連絡制度）等

を通じた学校と警察の情報共有と連携対応 

⑵  宮城県警察スクールサポーター派遣による児童生徒の問題行動（いじめ、校内暴力等）

を沈静化するための見守る活動の強化 

２ いじめ事案の再発防止に向けた学校・関係機関との連携 

⑴  事件送致、児童通告又は警察の継続補導、立ち直り支援活動による加害者の再非行防

止に資する指導等 

⑵  被害少年のカウンセリングや関係者に対する助言等による継続的な支援 

⑶  児童生徒の規範意識向上を図る「非行（いじめ）防止教室」や「命の大切さを学ぶ教

室」の開催 

⑷  少年警察ボランティアとの連携によるいじめ防止の取組（非行防止合言葉「まけない

よ」を活用した非行防止講話、健全育成カルタ大会等） 

機関名 宮城県警察本部 

担当課･部署 生活安全部少年課 

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ  

電話番号                   022-221-7171（内線 3086) FAX 番号 022-221-7171(内線 3069) 

 

 



29 

 

              機関・団体名   宮城県公認心理師・臨床心理士協会                  

 

〇現在（これまで）行っている取組について 

 会全体の活動として、いじめ問題に焦点を当てた取組はありませんが、個々の会員がスクー

ルカウンセラーや相談員、心理士職として相談活動に従事しており、各々の現場でいじめや派

生する問題に取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

〇関係機関との連携について（取組事例や成果、課題、今後連携してみたいこと等） 

 会のメンバーには、県内の自治体におけるいじめ調査委員を務めている者も多数おり、調

査業務の負担も大きいため会員相互の支援が必要ですが、守秘義務もあり、調査のノウハウを

共有しづらいという課題があります。 

 同じく調査委員を担当されることの多い弁護士会や社会福祉士会、精神保健福祉協会等の

皆様と合同で、いじめ調査に関する勉強会・研修会が開催できるとよいのではないかと思い

ます。 

 

 

 

 

 

 

機関名 宮城県公認心理師・臨床心理士協会 

担当課部署 事務局 

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ Secretary_mcp@yahoo.co.jp 

電話番号                   なし FAX 番号 022-290-6616 
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機関・団体名   仙台弁護士会 

 

〇現在（これまで）行っている取組について 

・いじめに関する出前授業 

いじめに関する出前授業（児童・生徒向け及び教員向け、宮城県スクールロイヤー事業と

してのいじめ予防教室）令和７年度申し込み実績合計８８件（児童・生徒向け６４件、教員

向け２３件、保護者向け１件）（令和６度申込実績合計７７件（うち児童・生徒向け５９件、

教員向け１８件）） 

・子ども悩みごと電話相談 ・面談相談 

 令和７年１４２件（令和６年１１３件、令和５年８５件、令和４年８０件） 

 

 

 

 

 

〇関係機関との連携について（取組事例や成果、課題、今後連携してみたいこと等） 

・仙台市スクールロイヤー事業への協力(担当者推薦) 

・宮城県スクールロイヤー事業への協力(担当者推薦) 

・仙台市いじめ等相談支援室(S-KET)への協力(担当者推薦) 

・スクールロイヤー事業として実施しているいじめに関する出前授業について、弁護士会で

講師を調整・派遣している。 

 

 

 

 

 

 

機関名 仙台弁護士会 

担当課･部署 小園彰 

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ akira@kozonolaw.com 

電話番号                   022-302-7650 FAX 番号 022-302-7651 
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機関・団体名 こども若者局児童相談所 

〇現在（これまで）行っている取組について 

児童相談所では、相談の過程において、こどもや保護者から学校への行き渋り等の背景の一つ

に、いじめの状況が明らかになることがあります。このような場合、当所では、こどもの置かれ

た状況を丁寧に見立て、学校等の関係機関と連携しながら対応を行っています。 

具体的には、児童福祉司や児童心理司による面接等を通じて、こどもの心身の状態や家庭・学

校での様子を把握し、心理的なサポートを要する場合には児童心理司による心理的なケアを行う

ほか、嘱託医の診察なども組み合わせながら支援を実施しています。 

加えて、保護者に対しても、こどもの状況を理解してもらい、家庭での対応について助言する

等の支援を行っています。 

学校等との連携に関し、当所に市教育委員会から６名配置されている教員を中心に情報の共有

や対応協議を行うなど、連携した支援に取り組んでいます。 

 

〇関係機関との連携について（取組事例や成果、課題、今後連携してみたいこと等） 

(１)青少年対策六機関合同会議 

・当会議は、多様な学び支援課、児童生徒安心課、教育センター、特別支援教育課、北南発達相談

支援センター、こども若者相談支援センター、当所の各機関が相互に連携し、円滑な業務の遂

行を図る目的で設置され、定例で全体会と担当者会を開催することにより情報の共有や連携し

た対応につながっています。 

(２)要保護児童対策地域協議会(要対協) 

・各区に設置されている要対協において、教育機関、保健・医療機関、警察、地域団体等の関係機

関と情報を共有し、要保護児童等への対応や地域における支援体制の構築を図っています。 

(３)アーチルとの連携 

・アーチルとは、同じ児童と関わる場面が多く、定例で年３回程度「児童相談所・アーチル連携

連絡会」を開催し、所長・課長・担当が参加。それぞれの体制や機能等の共有のほか、事例検討

を通じ両機関の支援方法や役割を確認するなど、お互いを理解する機会とすることで、より連

携を深めることにつなげています。 

(４)学校等所属機関との連携 

・学校等はこどもの普段との様子の違いをタイムリーに捉えることができ、異変をキャッチし速

やかな当所への通告等により、迅速な状況の共有や対応方針の調整等につながっています。 

加えて、課題がより複雑・複合的に重なっているなど単独の機関では対応が困難なケースも

増えてきており、支援者会議等を開催することにより、関係機関が共通理解を図ったうえで、

支援内容の検討や役割分担などを行い、連携した対応に結びつけています。 

機関名 こども若者局児童相談所 

担当課･部署 相談指導課 

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ fuk005360@city.sendai.jp 

電話番号                   022-219-5111 FAX 番号 022-219-5118 
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 機関・団体名 健康福祉局 障害福祉部 

〇現在（これまで）行っている取組について 

〇関係機関との連携について（取組事例や成果、課題、今後連携してみたいこと等） 

１ 仙台いのち支えるＬＩＮＥ相談 

若年者等を主な対象に、ＬＩＮＥを活用した相談システムを運営。自死に結び付く様々な

問題・困りごとに対応している。また、事業周知については、主な利用者は若年者層である

ことを想定し、電子公告（LINE、YouTube広告等）のほか、地下鉄駅構内トイレや市内学校

（高等学校、専門学校、大学等）、JR市内各駅、イオン、市内郵便各局へのチラシ・ポスタ

ー・カードなどの配布掲示を行っている。 

※令和８年度より開設曜日・時間を拡大（午後 5時～10時、年中無休） 

 

２ 教職員を対象とした研修 

発達障害に対する正しい知識と対応等を教職員に広く理解を広げるために、特別支援

教育課や教育センター主催の研修会に講師を派遣しているほか、「アーチル夏の講座」（ア

ーチル主催）を開催している。 

 

３ 青少年対策六機関合同会議 

青少年対策六機関合同会議（多様な学び支援課、児童生徒安心課、特別支援教育課、教

育支援センター、児童相談所、こども若者相談支援センター、南北発達相談支援センター

等）を定例で開催し、いじめ等の課題と連携した取組について確認、共有している。 

 

４ 児童相談所との連携 

毎年定例で実施している連携連絡会議をはじめ、事例検討会や協働支援をしているケ

ースに関する情報交換会を行い、虐待やいじめに対する対応についての支援方針や対応

方法等について共有を図っている。また、児童相談所の援助方針会議・受理会議やアーチ

ルのケースレビューにもお互いの職員が参加して業務理解を深めている。 

 

 

機関名 健康福祉局障害福祉部 

担当課･部署 精神保健福祉総合センター、北部・南部発達相談支援センター 

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ  

電話番号                    FAX 番号  

 

 


